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配偶者等からの暴力 
特 
集 

2.6%

10.6%

14.8%

22.6%

80.9%

64.8%

1.7%

2.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性（1,045人）

女性（1,283人）

何度もあった 一、二度あった まったくない 無回答

あった（計）

Ⅱ 被害の状況 
Ⅱ－１．被害者の状況 
１．配偶者からの暴力の被害経験 

 
 
 
 

図表Ⅱ－１－１ 配偶者からの暴力の被害経験（全国） 

（「身体的暴行」、「心理的攻撃」、「性的強要」のいずれかを１つでも受けたことがある。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：内閣府「男女間における暴力に関する調査」（平成 17 年）より作成。全国の 20 歳以上の男女 4,500 人を対象に、

無作為抽出によりアンケート調査。本調査項目は、これまでに結婚したことのある人（2,328 人）を対象に調査。 
注２：配偶者には、事実婚や別居中の夫婦、元配偶者も含む。 
注３：「身体的暴行」とは、殴る、蹴る、物を投げつける、突き飛ばすなどの身体に対する暴行 
注４：「心理的攻撃」とは、人格を否定する暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な嫌がらせ、被害者もしくは

被害者の家族に危害を加えるのではないかと恐怖を感じるような脅迫 
注５：「性的強要」とは、嫌がっているのに性的な行為を強要されること 
 

資料：内閣府「平成 20 年版男女共同参画白書」 

配偶者からの暴力の被害経験をみると、「何度もあった」という人は女性 10.6％、男性 2.6％、「一、
二度あった」という人は女性 22.6％、男性 14.8％であり、これを合計すると、一度でも配偶者か
らの暴力を受けたことのある人は女性 33.2％、男性 17.4％となっている。 
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配偶者等からの暴力

特 
集 

(n=7,108）

女性

99.7%

男性

0.3%

＜被害者の性別＞

＜年齢＞ (n=7,085）

40歳代

18.2%

60歳以上

4.2%

20歳未満

0.5%
20歳代

8.1%

不明

36.0%

30歳代

25.6%

50歳代

7.3%

＜加害者との婚姻関係＞ (n=7,085）

届出有無不明

8.6%

婚姻届出なし

4.9%

婚姻届出あり

81.6%

離婚済

4.8%

２．被害者の属性 
 
 
 

 

図表Ⅱ－１－２ 配偶者暴力相談支援センターにおける相談からみた被害者の属性（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）が実施した配偶者等暴

力被害者本人の電話相談及び来所相談を対象に集計（平成 19(2007)年 4 月から平成 20（2008）年 3月分） 
注２：＜年齢＞と＜加害者との婚姻関係＞は、＜被害者の性別＞の「女性」7,085 名を対象に集計 
 

資料：東京都生活文化スポーツ局調べ 

東京都配偶者暴力相談支援センターにおける平成 19（2007）年度の相談からみた被害者の性別は、
「女性」が 99.7％を占めている。女性被害者の年齢は、「30歳代」が最も多く 25.6％となっている。
女性被害者について、加害者との関係では婚姻関係のある配偶者が 81.6％を占めている。 
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

(ｎ=165)

40歳代

21.8%

60歳以上

9.7%

20歳未満

0.6%

20歳代

16.4%

回答なし

0.6%

30歳代

41.8%

50歳代

9.1%

＜年齢＞

(ｎ=165)
未婚

8.5%

事実婚

5.5%

離婚

9.1%

回答なし

4.2%

婚姻

72.7%

＜婚姻の現状＞

(ｎ=144)

10年以上

33.3%

3～5年未満

8.3%

１～3年未満

13.9%

1年未満

11.8%

回答なし

13.9%

5～10年未満

18.8%

＜結婚期間＞

 
 
 

 

 

図表Ⅱ－１－３ 面接相談からみた配偶者暴力女性被害者の属性（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

注：＜婚姻の現状＞で「婚姻」「事実婚」「離婚」と答えた 144 名を対象に集計 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

平成 20（2008）年度に東京都が実施した配偶者暴力被害の実態調査における「女性被害者の面
接相談」の状況をみると、年齢は「30 歳代」が最も多く 41.8％となっている。また、被害者の
78.2％は「婚姻」、「事実婚」と既婚者であり、「離婚」は 9.1％である。結婚期間は「10年以上」
が最も多く 33.3％、「5～10年未満」が 18.8％と、5年以上で 5割を超えている。 
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配偶者等からの暴力

特 
集 

(ｎ=165)

1人

27.3%

4人以上

4.2%

人数回答なし

1.8%

2人

32.8%

3人

9.1%

子供あり
   75.2%

回答なし
4.8%

なし

20.0%

＜子供の有無＞

＜職業＞

(ｎ=165)

フルタイム

11.5%

無職（主婦）

58.8%

パート・

アルバイト

22.4%

学生

1.2%

回答なし

1.2%

自営業

1.8%

その他

3.0%

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

 
資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

子供の有無は、「子供あり」が 75.2％を占めており、そのうち子供の人数は「2人」が最も多く 32.8％
となっている。職業では、無職（主婦）が 58.8％、パート・アルバイトが 22.4％、フルタイムの
勤め人が 11.5％、となっている。 
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

（ｎ=25,210)

婚姻関係を解消

12.0%

内縁関係

12.5%

内縁関係を解消

2.3%

婚姻関係

73.2%

＜被害者と
　加害者の関係＞

（ｎ=25,210)

30歳代

36.2%

40歳代

22.1%

20歳代

21.2%

年齢不詳

0.1%

50歳代

10.0%

60歳代

6.2%

  19歳以下

1.3%

70歳以上

2.8%

＜年齢＞

 

 
 
 

図表Ⅱ-１-4 警察庁における配偶者暴力相談からみた被害者の属性（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
注：「内縁関係」は、婚姻関係の届出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にある場合をいう。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

注：平成 20（2008）年中に都道府県警察が取り扱い、警察庁に報告があった事案を対象に集計 
資料：警察庁「ストーカー事案及び配偶者からの暴力事案の対応状況について」（平成 21 年 3月）

平成 20（2008）年に警察庁が実施した配偶者暴力相談からみた被害者の属性は、被害者と加害
者の関係では婚姻関係が最も多く 73.2％、内縁関係が 12.5％となっている。また、被害者の性別
は「女性」が 98.4％を占めており、年齢は 30歳代が最も多く 36.2％である。 

（ｎ=25,210)

女性

98.4%

男性

1.6%

＜性別＞
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配偶者等からの暴力

特 
集 

(ｎ=165)

結婚10年以上
3.0%

結婚1～5年未満
14.5%

回答なし
15.2%

結婚１年未満
39.4%

結婚前から
20.0%

その他
2.4%

結婚5～10年未満
5.5%

３．最初の暴力の時期 

 
 
 

図表Ⅱ－１－５ 最初の暴力の時期（都） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

 
資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

加害者から最初に暴力を受けた時期をみると、「結婚 1年未満」が 39.4％と最も多く、「結婚前から」
と合わせると、被害者の 59.4％が結婚後 1年までの間に最初の暴力を受けている。 
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

(ｎ=124)

なし

38.7%

直接ではないが

見ているところで

配偶者暴力を

行う

9.7%

あり

44.4%

回答なし

7.3%

＜加害者から子供への暴力＞

４．子供への暴力の有無及びその影響  

 
 
 

 

図表Ⅱ－１－６ 子供への暴力の有無（都） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：「図表Ⅱ-1-3 面接相談からみた配偶者暴力女性被害者の属性（都）」の＜子供の有無＞で子供が「あり」と答えた

124 名を対象に集計 
注２：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成

20 年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 
  

資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

 

加害者から子供への直接的な暴力は 44.4％ある。また「直接ではないが子供が見ているところで配
偶者に暴力を振るう」（9.7％）を合わせると、5割を超える。 
被害者から子供への暴力も 10.5％となっている。 

(ｎ=124)

回答なし

17.7%

なし

71.8%

あり

10.5%

＜被害者から子供への暴力＞
暴力
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配偶者等からの暴力

特 
集 

複数回答　（ｎ=55)

60.0%

14.5%

103.6%

12.7%

136.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

殴る ・蹴る

ものを投げつける

怒鳴る・脅す

無視する

その他

複数回答　（ｎ=124)

25.0%

4.0%

3.2%

3.2%

2.4%

7.3%

2.4%

9.7%

0.8%

1.6%

0.0%

0.0%

6.5%

12.9%

50.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

加害者への憎悪・恐れ

被害者への憎悪・恐れ

子供自身が暴力を振るう

不登校

生活の乱れ・非行

性格・情緒のゆがみ

無気力・無感動

緊張

身体的外傷

ノイローゼ・自殺を図る

周りの世界を遮断する

発育不良等身体的症状

わからない

その他

回答なし

 
 
 

 

図表Ⅱ－１－７ 加害者から子供への暴力（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注１：「図表Ⅱ-1-6 子供への暴力の有無」の＜加害者から子供への暴力＞で「あり」と答えた 55 名を対象に集計 
注２：「殴る・蹴る」は、「殴る」と「蹴る」の 2つの選択肢への回答を合わせた。 
「怒鳴る・脅す」は、「怒鳴る」と「脅す」の 2つの選択肢への回答を合わせた。 
「その他」は、「平手で叩く」「突き飛ばす」「胸ぐらをつかむ」「髪を引っ張る」「行動を監視・制限」等、22
の選択肢への回答を合わせた。 

図表Ⅱ－１－８ 子供への影響（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：「図表Ⅱ-1-3 面接相談からみた配偶者暴力女性被害者の属性（都）」の＜子供の有無＞で子供が「あり」と答

えた 124 名を対象に集計 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

加害者から子供への暴力の内容を見ると、「怒鳴る・脅す」が最も多く、「殴る・蹴る」が続く。子
供への影響については、「回答なし」を除いて「加害者への憎悪・恐れ」が 25.0％と最も多く見ら
れる。 
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

複数回答　（ｎ=165)

27.9%

12.1%

14.5%

6.1%

6.7%

8.5%

4.8%

47.9%

1.2%

3.0%

3.0%

0.6%

10.3%

24.2%

43.6%

31.5%

15.8%

14.5%

4.2%

25.5%

11.5%

7.9%

2.4%

1.2%

23.0%

15.2%

0.0%

1.2%

6.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

顔が腫れる・あざ

全身打撲

頭部の怪我・こぶ

唇が切れる・腫れる

目が腫れる・出血

骨折

脳震とう

打撲・あざ

歯が折れる・抜ける

鼻がゆがむ・鼻血

腰痛

やけど

鼓膜がやぶれる

その他

自己評価の低下

怯え

不眠

無気力

頭痛・めまい

起きていられない

うつ状態

解離・まひ

食欲低下

摂食障害

アルコール依存

考えがまとまらない

その他

自分が子どもに暴力を振るう

その他  

回答なし

そ

の

他

身

体

的

被

害

精

神

的

被

害

５．暴力の被害及び受診歴 

 
 
 

図表Ⅱ－１－９ 暴力の被害（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

 
資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度）

暴力の被害は、身体的被害では「打撲・あざ」が 47.9％、精神的被害では「怯え」が 43.6％とそ
れぞれ最も多い。 
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配偶者等からの暴力

特 
集 

　(ｎ=165)

回答なし
10.3%

なし
32.1%

あり
57.6%

 
 
 

図表Ⅱ－１－10 医療機関等受診歴（都） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表Ⅱ－１－11 受診した診療科（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注：「図表Ⅱ－１－10 医療機関等受診歴」で「あり」と答えた 95 名を対象に集計 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

 
資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

病院等の受診歴を見ると、「あり」が 57.6％となっており、そのうち過半数が精神科で受診したこ
とがある。 

複数回答　（ｎ=95)

50.5%

32.6%

14.7%

11.6%

7.4%

5.3%

5.3%

2.1%

0.0%

7.4%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

精神科

整形外科

外科

内科

眼科

産婦人科

脳外科

耳鼻科

皮膚科

その他

回答なし
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

複数回答（ｎ=165)

32.1%

26.1%

12.1%

10.9%

10.9%

10.3%

8.5%

8.5%

7.9%

7.3%

5.5%

5.5%

2.4%

10.3%

23.6%

3.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

経済的な不安

子供のためひとり親は避けたい

逃げられない（無力感）

加害者が自分を必要としている

加害者が立ち直ると思った

逃げても見つかり、よりひどい暴力を受ける

自分が逃げると身内に暴力が及ぶ

普段は良い人だから

子供を転校等させたくない

暴力と言う認識がなかった

離婚はよくない

周りに支援者がいない

暴力が問題だと思わなかった

わからない

その他

回答なし

６．被害者が暴力から逃げられなかった理由  

 
 
 

図表Ⅱ－１－12 被害者が暴力から逃げられなかった理由（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

 

資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

 

被害者が暴力から逃げられなかった理由として、「経済的な不安」が 32.1％と最も多く、次いで「子
供のためひとり親は避けたい」が 26.1％であった。 
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配偶者等からの暴力

特 
集 

複数回答　（ｎ=165)

43.0%

38.8%

34.5%

23.6%

21.8%

20.0%

19.4%

17.0%

11.5%

7.3%

3.0%

2.4%

15.2%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経済的なこと

追跡

今後の生活・将来

嫌がらせ

離婚

住宅

仕事

暴力の再発

健康

加害者本人の生活

財産

ＰＴＳＤ等

その他

回答なし

複数回答　（ｎ=124)

26.7%

26.1%

14.5%

13.9%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子供の安全

子供の心

子供の親権

子供の学校・保育園

その他

子供のこと 

７．被害者本人が不安に思っていること  

 
 
 

 

 

図表Ⅱ－１－13 被害者本人が不安に思っていること（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：「子供のこと」は、「図表Ⅱ-１-３ 面接相談からみた配偶者暴力女性被害者の属性（都）」の＜子供の有無＞で子

供が「あり」と答えた 124 名を対象に集計 
注２：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成

20 年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 
 

資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

被害者が不安に思っていることとしては、「経済的なこと」（43.0％）が最も多く、「加害者の追跡」
（38.8％）、「今後の生活・将来」（34.5％）など生活をしていく上での不安が多くみられる。また、
子供のいる被害者の場合は「子供の安全」（26.7％）、「子供の心」（26.1％）への不安が多くなって
いる。 
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

複数回答（ｎ=165)

43.0%

41.8%

39.4%

28.5%

20.0%

6.1%

3.0%

6.7%

3.0%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

親・親戚

都・区市町村窓口

警察

友人・知人

病院・医師

民間相談機関

子供の相談窓口

その他

相談しなかった

回答なし

８．相談した相手  
 
 
 

図表Ⅱ－１－14 相談した相手（都） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：東京都配偶者暴力相談支援センター（東京ウィメンズプラザ及び東京都女性相談センター）で調査期間内（平成 20
年 7月 1日～9月 30 日）に実施した配偶者等暴力女性被害者本人の面接相談を対象に集計 

 
資料：東京都生活文化スポーツ局「配偶者等暴力被害の実態と関係機関の現状に関する調査」(平成 20 年度) 

被害者が今までに相談した相手について見ると、「親・親戚」が 43.0％と最も多いが、都・区市町
村窓口」41.8％や「警察」39.4％と公的機関に相談する人も多く見られる。 
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配偶者等からの暴力

特 
集 

複数回答

33.7%

13.2%

6.2%

6.2%

5.4%

5.0%

5.0%

4.3%

2.7%

1.2%

1.2%

25.4%

24.6%

15.4%

10.0%

12.3%

6.9%

9.2%

6.9%

4.6%

2.3%

0.8%

1.5%

42.2%

18.8%

10.9%

2.3%

0.0%

3.9%

0.8%

3.1%

3.9%

3.1%

1.6%

0.8%

21.7%

50.0%

50.0%
50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

　　　　　　　恋人が急に機嫌が悪くなったり、
優しくなったりして、いつも気をつかわされる

　　　　　　　　　　　　　　　あなたの行動を制限される
(仲間で集まる場所に行くのを反対される、友達との
　　　　　　　用事を無理にキャンセルさせられるなど）

「バカ」「アホ」「頭悪い」などの
言葉で嫌な思いをさせられる

貸したお金を返してもらえない

避妊に協力してくれない

友達や家族に連絡を取ることを
　　　　　　　　　　　　嫌がられる

嫌がっているのに性的行為を
　　　　　　　　　　　　強要される

　　　　　イライラしたときなどに、目の前で物を壊したり、
叩きつけたり、壁を蹴ったり、ナイフを持ち出したりして
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　怖い思いをさせられる

思うとおりにしないと、「○○する」と言って脅される
　　　(別れたら死ぬ、実家に火をつける、殺すなど)

自分のお金(小遣い・バイト代・
給料など)をまきあげられる

　　　　　　　　　　　　　　殴る、蹴るなどをされて
怪我(打ち身、切り傷、骨折など)を負わされる

突き飛ばしたり、壁に叩きつけられる

あてはまるものはない

総数（258人） 女性（130人） 男性（128人）

９．若い世代における恋人からの暴力―恋人からされた行為と相談相手 

 
 
 

 

図表Ⅱ－１－15 恋人からされた行為（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：本調査は平成 19（2007）年内閣府開催「女性に対する暴力に関するシンポジウム」の企画委員会（一般公募され

た学生により構成）が実施したものである。 
注２：本調査は全国 16 歳以上 29 歳以下の未婚男女の 358 名を対象に、平成 19（2007）年 9月 6日から 9月 10 日にイン

ターネット調査で行われた。そのうち、本調査項目は恋人が「現在いる、または、過去にいた」と回答した 258
人（男性 128 人、女性 130 人）に聞いた。 

注３：選択肢の中には、「恋人からの暴力」の被害であると誰もが認めるであろう典型的な事例だけではなく、その周辺
にあるような事例も含まれているが、これは、その行為が繰り返されたり、過剰になったりすることで、恋人を苦
しめたり、その行為がエスカレートし、支配的な言動や攻撃的な言動につながる可能性も十分にあると考えられる
ために選択肢に含まれたものもある。 

注４：選択肢の中には、男女の違いなどにより回答者によって捉え方が異なる可能性があるものも含まれるので、結果の
分析には留意が必要である。 

注５：「あてはまるものはない」と回答した者の中には、これらに相当するような行為が全くなかった者と、例示された
行為はなかったが、より深刻な被害（例えば、首を絞められるなど）を受けている者も含まれ得ることにも、留意
が必要である。 

資料：内閣府男女共同参画局「女性に対する暴力に関するシンポジウム報告書」（平成 20 年 3月） 

若い世代の人が恋人からされた行為についてみると、「あてはまるものはない」を除いて「恋人が
急に機嫌が悪くなったり、優しくなったりして、いつも気をつかわされる」が女性で 25.4％、男性
で 42.2％とともに最も多かった。 
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配偶者等からの暴力 
特 
集 

複数回答

55.5%

5.5%

2.4%

0.6%

0.6%

0.0%

0.0%

1.2%

42.7%

68.4%

8.9%

10.1%

5.1%

0.0%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

30.4%

43.5%

2.4%

1.2%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.4%

54.1%

5.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

友達

家族(親、きょうだいなど)

職場・アルバイトの関係者
　　　　　　(上司、同僚など)

親戚

通っていた(いる)学校・大学の関係者
(教職員、スクールカウンセラーなど)

警察

医療関係者(医師、看護士など)

民間の専門家や専門機関(弁護士・弁護士会、
　　　　　カウンセラー・カウンセリング機関など)

警察以外の公的な機関(配偶者暴力相談支援センター、
　　　　　　　　男女共同参画センター/女性センターなど)

その他

誰にも相談していない

総数（164人） 女性（79人） 男性（85人）

 

 
 

 

図表Ⅱ－１－16 恋人からされた行為について相談した相手（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注１：本調査は平成 19（2007）年内閣府開催「女性に対する暴力に関するシンポジウム」の企画委員会（一般公募され

た学生により構成）が実施したものである。 
注２：本調査は全国 16 歳以上 29 歳以下の未婚男女の 358 名を対象に、平成 19（2007）年 9月 6日から 9月 10 日にイン

ターネット調査で行われた。そのうち、「図表Ⅱ-1-15 恋人からされた行為」もしくは「携帯電話に関し恋人から
された行為」（本データ集には掲載なし）で挙げられた行為を１つでも恋人からされたことがあると回答した 164
人（男性 85 人、女性 79 人）に聞いた。 

 
資料：内閣府男女共同参画局「女性に対する暴力に関するシンポジウム報告書」（平成 20 年 3月） 

 

若い世代の人が恋人からされた行為について相談した相手をみると、女性では「友達」が 68.4％
と最も多いが、次いで「誰にも相談していない」が 30.4％と多い。また男性は「誰にも相談して
いない」が 54.1％で最も多い。 




